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沖縄と福島が照しだす政治の異常と悲惨 
～ いまこそ憲法を活かそう ～ 

 海外メディアが日本政府は国民をバカにしている、羊のようにおとなしいのにつけこんで復興予算を他

に転用していると報じています。バカな国民のままでいいのでしょうか！ 

今年 9 月、民主党と自民党の党首選が行われ、野田佳彦氏と安倍晋三氏が選ばれました。国民の声は聞

かないで財界やアメリカのいいなりというのが二人とも同じ、この異常が数々の悲惨をもたらしています。

 野田首相再選と出戻り総裁の目指すもの 
民主党の野田首相再選は、増税、社会保障破壊、原発推進、オスプレイ容認、ＴＰＰ参加という反国民的な

路線をさらに進めるという宣言に他なりません。 

安倍氏は 07 年の参議院選で負けたあと病気を理由に政権を投げ出した無責任な政治家、しかし首相在

任中、教育の憲法といわれる教育基本法の改悪、憲法の国民投票法を実現させました。今度再選されると

早速、憲法改悪を次の衆議院選の争点にするとブチ上げています。 

 オスプレイと米兵暴行事件 
 9 月 9 日、沖縄宣野湾市にオスプレイ配備に反対して 10 万の県民が集まりました。たびたび墜落事故を

おこし、アメリカの専門家が欠陥を指摘するオスプレイ１２機を沖縄に強行配備し、日本中で訓練飛行する

計画です。民主党政府の対応は、「安保条約があるからなにも言えない」という歯ぎしりしたくなるほど情

けないものです。沖縄のガマンも限界なのに、また米兵による女性に対する暴行事件がおきました！ 

 米軍駐留は憲法違反！ 
 １９５７年、東京都下砂川町で米軍基地拡張反対の激しい闘いがつづいている中で、機動隊と学生が衝

突、７人の学生が逮捕、起訴されました。その裁判で東京地裁伊達秋雄裁判長は、「憲法９条をもつ日本にア

メリカの軍隊をおくことは憲法違反だから学生は無罪」とする歴史的な判決を下しました。 

 上級審は否決しましたが、その意義はいまも生きています。安保条約を廃棄し、日本から米軍と基地を一

掃するしか解決の道はないというのが、沖縄と本土の心ある人たちの確信になりつつあります。 

 福島の苦しみ ～ 放浪する１６万人 
 いまなお放射能におびえる日々。田畑は荒れ果て、家族はバラバラになって避難所を転々とする、故郷

をうばわれた福島の人たちの生活は困難を極めています。野田首相は口を開けば「福島の復興なくして

日本の未来はない」とキレイ事をいう。しかし、財界の意向をうけて、原発の炉心の状態さえわからないの

に早々に収束宣言したのも、福井大飯原発の再稼働や青森大間原発の工事再開を認めて、福島の人たち

の神経を逆なでしたのも、震災被災者をさらに苦しめる消費税増税に「命をかけた」のも野田首相。メチャ

クチャ、言うこととやることがちがいすぎます。 

 「維新の会」の役割 
 「維新の会」が国政進出を目指して動きだしました。代表の橋下大阪市長は、日本で最も危険で反動的

な人物です。「押しつけとか議論がおきる憲法をもっていること自体が恥」とまで言い切り、日本核武装が

持論で９条廃止が最大の目標です。安倍自民党総裁とは完全に一致、お互いにエールを交換、みんなの党

も改憲の方向は一緒だと連携を強めています。この会も財界、アメリカに忠誠が基本、維新というから新し

いなどと思ったらとんでもない、日本で最も古い思想にこり固まった反動勢力です。 

 憲法を平和と暮しに活かすとき 
 米軍駐留は９条に、福島など復興の進まない被災地の現状は、「健康で文化的な最低限の生活を営む権

利」の２５条をふみにじっていて、明確に憲法に違反しています。米軍駐留違憲の訴訟をあらためておこす、

憲法に基いて賠償と復興を急がせる、９条を守るだけでなく攻勢に出て憲法をくらしに実際に活かすため

に、あらゆる手立てを尽くすことが必要ではないでしょうか。 
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秋葉区のすみずみまで響かそう、 

皆でつなぐ、平和のメッセージを！ 

 

戦争と喧嘩 
            加藤朝雄（古津） 

戦争とは戦い争うことでしょう。戦争は国対国

の喧嘩ですから、人対人の喧嘩と、本質的に変わ

りません。子供と子供の喧嘩は殴り合い程度で済

み、命を落としたり、障害を残したりするまでに

は至らないでしょう。しかし、刃物を持って喧嘩

したらどうでしょうか。 

 集団と集団の喧嘩は、大ごとになり、火炎瓶ど

ころか様々な武器を持って争うことに発展しかね

ません。内戦であろうと外敵との戦いであろうと、

犠牲者が出ることは明らかです。戦いで負傷した

り戦死したりした者は、勇者となって勲章を貰
もら

い

ますが、巻き込まれて犠牲となった者は、どうな

るでしょう。 

 とにかく、戦い争って得することは何もありま

オスプレイ沖縄配備と日米安保条約 

Ｑ１ オスプレイは、これまでどんな事故を起こしているのですか。 

Ａ 主な事故は次の通りです。①1992 年 7 月、海兵隊員ら 7 名全員が死亡。②2000 年 4 月 8日、米海

兵隊員ら 19 名全員が死亡。③2000 年 12 月 11 日、4 名全員が死亡。④2010 年 4 月 8日、全 20 名の

うち 4名が死亡、他の搭乗者も負傷。⑤2012 年 4 月 11 日、全搭乗員 4 名中、2名死亡、2 名重傷 

Ｑ２ なぜ、そんなに事故が起きやすいのですか。 

Ａ 航空機とヘリコプター、両方の機能がそろった兵器を開発しようとしていること自体に無理があ

ります。27ｔもある機体をヘリコプターモードにしたり、固定翼モードにしたりする度に、機体に

大きな負荷がかかります。ミサイルや弾丸が飛び交う中では、攻撃能力優先で「安全」ではありま

せん。これまで、「人的ミス」と説明されていますが、操縦が難しい上に、悪気象条件や夜間などで

は、事故はこれからも起きるでしょう。 

Ｑ３ 沖縄の人たちの声を聞かせてください。 

Ａ 10 月 9 日、宜野湾市で「オスプレイ配備に反対する沖縄県民大会」が、10 万１千人もの人たちが

参加して開かれました。オスプレイの普天間基地への配備に強く抗議するためでした。配備反対は

「島ぐるみ」の要求です。こうした声に、日米両政府は耳を貸そうとしていません。政府は、「日米

安保条約」があるから、日本側から「配備をやめて」と言えないと説明しています。 

Ｑ４ アメリカ言いなりの「安保条約」は日本の安全に役立っているのですか。 

Ａ 安保条約は、結ばれた最初から日本の安全のためではありません。アメリカの世界戦略のために

あるのです。朝鮮戦争、ベトナム戦争、アフガン戦争、イラク戦争など、日本の米軍基地は、アメ

リカの自由に使われてきました。もう『安保条約はいらない』の声を、日本中から上げる時ではな

いでしょうか。 

せん。お釈迦様は、不殺生
ふせつしょう

戒
かい

・不愉盗
ふ ゆ と う

戒
かい

・不邪淫
ふ じ ゃ い ん

戒
かい

をまずお説きになりました。殺すな・盗むな・

淫
みだ

らな事をするな、とのことです。この三つは

三大悪行で、絶対してはいけないことです。 

 戦争はこれらの悪行を正当化します。相手を

殺せば戦士として優秀となり、盗んだものは戦

利品として認められ、婦女と 戯
たわむ

れることは戦士

への慰安として許されます。 

 価値観がひっくり返って、間違ったことが横

行する。そんな事態を招きよせてはなりません。

人間は、手に持っているものを使ってみたくな

るものです。ナイフを持てば、切ってみたくな

り、筆を持てば書いてみたくなるでしょう。 

 軍備など最初から持たない事です。戦争しな

いことを、第一に考えたいものです。戦争しな

い・争わない。この事が何より大切なのではな

いでしょうか。 

 好戦的な人は、スポーツやゲームで争ったら

どうでしょう。憲法 9 条を改悪させてはなりま

せん。｢戦争放棄｣を守りたいものです。 


